
考古学の先駆者 赤星直忠博士の軌跡 (14)

ー通称「赤星ノート」の古墳時代資料の紹介一

古墳時代研究プロジェクトチーム

例言

・通称「赤星ノー ト」の神奈川県埋蔵文化財センター保管分の古墳時代に関係する項目を抜粋し、報告 ・

掲載していくものである。

・研究紀要 22号には相模原市域の 10013番、横須賀市域の 03141・ 03168番を掲載している。

・番号は埋蔵文化財センター年報 14~19に掲載されている番号に対応している。

・執筆分担は相模原市 10013番 ：新山保和、横須賀市03141番 ：吉澤健、 03168番：長澤保崇が行った。

• 各記述は「 1 . 赤星ノ ートの内容」「 2. 記載資料の整理」の 2 つに大きく分け、 1 . の細目は［調査（踏

査）年月］［資料保管場所］ ［記載内容概略］とし、 2.は［（造跡及び）遺物（遺構）概要］ ［掲載図書］

［掲載図書概略］ ［小結］などとし、資料に応じ該当部分を記載した。

・挿図や図版は基本的に作図者のタッチを重視し、赤星氏の図、もしくは実測者の図をそのまま掲載し、

写真に関しても同様である。

・「赤星ノ ー ト」は遺構図では略測図に寸法の数字が記載されるものが多く、遺物図は基本的に原寸に近い

図ではあるが、なかにはそれらから外れるものも存在するため、縮尺は任意掲載のものが多い。

東京都

山梨県

03141 天神遺跡

03168 公郷町紡錘車

10013 勝坂祭祀遺跡

凡例 ● 遺跡及び遺物位置

第 1図 対象遺跡及び辿物位置図
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古墳時代研究プロジェク トチーム

年報番号相模原市 10013 勝坂祭祀遺跡（ 4) 相模原市磯部字勝坂 1904

1. 赤星ノートの内容

［調査 （踏査）年月日］

昭和 52年 7月 31日

［資料保管場所］

個人蔵

［記載内容概略］

前号でも、明治村通信の封筒に入っていた資料について紹介したが、本号も引き続き本封筒に入っていた

資料について紹介する。

今回詳細する資料は、地形図 5枚と図面 7枚、メモ 3枚、写真4枚である。

地図は、 4枚が縮尺 1/3,000で、 1枚が「原町田」の 1/25,000である。縮尺が同じ4枚の地図のうち 1枚

は「新磯」の原因であるが、 他の3枚は部分的なコヒ ー゚である。勝坂遺跡試掘調査概要因（第 2因）には、

凡例として、試掘溝42本、住居跡31基、配石遺構 14基とあり、その下方に祭祀遺跡の位置と見られる

「X」が記載されている。勝坂遺跡付近図（第3図）には、凡例として、開発区域と勝坂遺跡 (A・ B • C) 

とあり、開発区域として囲まれた中には「D」と記載されている。勝坂遺跡（国指定史跡予定範囲）とある

地図（第4図）には史跡範囲が線で囲まれており、 「新磯」とある地因（第5因）には試掘地域と A~Cの

範囲が線で囲まれている。1/25,000の地固（第6図）には「県史遺跡記入原稿図」と書かれており、祭祀遺

跡の住所などが記載されている。なお、第5・ 6図に関しては、範囲が広いため一部のみ掲載している。

実測図は、鏡4面の拓本（第7図）、拓本をとった鏡のうち 3点の断面図（第8図）、その鏡3点と石製

模造品 6点（第9因）の図版が作成されている。第8図の鏡の断面図には、 「1/2欠 錫多き白緑色 復原

径 7.2cm、1ミリの反あり 鋸歯長楕円 珠文鏡文様極めてうすく不明瞭縁は低いなまこ形」と「径

6.8 有文 （鋸歯放射線珠文鏡）に珠 縁は低いなまこ形」と「鉄鏡 やや楕円形鋸歯珠文鏡 4.5cm 2.5 

~3ミリの反り」とある。第 10図は土師器の堵で、 「外面茶色、内面茶色、焼成良く堅~ 胎土は細かく

良質 頸部でつなぐ、外面クシ整形後ヘラ整形底部ヘラ切り、全体に厚く、かなり重い、丹塗りなし」とす

る観察文と「口縁 1/2欠、口径 8.7cm、高 10.1、胴径 9.6、底径 3.7~38」と計測値を載せている。第 11図

は土師器小型壺で、 「復原口径 10.2cm、高 18.7、胴径 14.3、底 6.7（いびつ） 丹塗手づくね土師器壺」

とある。第 12圏は土師器鉢と滑石製鏡で、 「和泉丹塗堵破損 鬼高坪で 鬼高坪数点 高坪破片もあった

が捨てた」と「土師鬼高鉢 断面図なし 手づくね」とあり、滑石製鏡には「鉦長 13ミリ高 2ミリ」とあ

る。この滑石製鏡は、第9図ー4に掲載されている。第 13固は、石製模造品の図版で、子持ち勾玉 1点、

勾玉2点、剣形石製品 6点、刀子形石製品 2点、円盤形石製品 2点が掲載されている。第 14図の採集経過

に関するメモには、 「出土 昭和 36~37 出土地 住宅裏 50mくらい東側に竹やぶある少し北 もと西方

の川に向かってゆるい傾斜の西向の畑だった、 （今東側丘裾畑は平らにされている）水田にするため川より

水がひけるように掘下げ中、畑面より 3尺くらい下から遺物が出た、今畑面より川より水まで一 2mほど 頭

大の河原石多数をならべて 5m直線くらいの円形ができており、この中から散在的に遺物出土、土師編や土

師の破れたものはすべて（採集保管のものは今存） 一部に火をたいたあともあって銅製の↑の如き三本足の

もの 2個出たがすてた」とある。第 15図と第 16図のメモ書きには「滑石製 小臼玉 56 鏡 68 多く粗製
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考古学の先駆者 赤星直忠博士の軌跡 (14)

剣 59 多く粗製曲玉6< 1 丸味有 5扁平石質滑石片岩蝋石」とある。 「臼玉 1+55 56 曲

玉6 鏡 27+37+4 68 剣 28+23+8 59」「銅鏡有文 1 有文半欠 1)②鉄鏡有文 1 ①」で「暗

緑色細粒凝灰岩管玉（大 ・両端より穿孔） 1 滑石模造品 鏡 68 曲玉6 剣 ・刀子） 59 丸玉 ・臼玉｝

56 子持曲玉 1 土師壺丹塗厚手柑」とある。

昭和 52年 7月 31日に現地調査した時に撮影した土器（第 17因）や石製模造品（集合写真及び個別写真）

（第 18図）、資料採集地点の様子（第 19・ 20図）が写されている。台紙に 1~2枚写真を貼り、一部の写

真にコメン トが記載されている。第 19圏の写真には、 「相模原市勝坂 有鹿社内の地湧水池」とある。第

20図の写真には、 「相模原市勝坂 石製模造品出土地遠景」とある。

2 記載資料の整理

［遺構 ・遺物概要］

地図に関しては、神奈川県相模原市南区に所在する勝坂祭祀遺跡の範囲を示 した地図である。同一縮尺の

地形図は、若干範囲が異なるものの、同一内容を記載したものである。アルファベットのA~Cが何を意味

するかは不明であるが、第 2図を見る限り 、試掘結果を受けて勝坂遺跡の範囲を確定させていったものと見

られる。

土器の実測図は、土師器の均と小型壺、鉢である。均と小型壺（第 10・ 11図）には丹塗りの表現がある

が、 2点とも現存しないので詳細は不明である。鉢（第 12図）のみ現存しており、粗製の手づくね土器で

ある。鏡の拓本は4点であるが、断面は 3点のみであり 、 1点は拓本のみで断面実測がされた痕跡は認めら

れなかった。石製模造品は、滑石製鏡や剣形石製品、子持勾玉など、出土した種別すべてが実測されている。

写真は、現地調査した時に撮影した遺物及び採集地点の様子である。集合写真には、県史に掲載されてい

ないものや現存しない遺物（第 17図）もあり 、大変貴重な資料と言える。また、35ミリの白黒写真のネガ

も1枚あり、台紙に貼られた写真のネガである。 （新山）

引用・参考文献

大場磐雄 1972『神道考古学講座原始神道期ー』第2巻雄山閣出版
神奈川県県民部県史編纂室 1979『神奈川県史』資料編20考古資料
相模原市2010「勝坂有鹿谷祭祀迫跡資料報告書」 『相模原市史調査報告書』 6

第2図 勝坂迫跡試掘調査概要図

-31-

第3図 県史遺跡付近図



古墳時代研究プロジェクトチーム
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考古学の先駆者 赤星直忠栂士の軌跡 (14)
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年報番号03141 天神遺跡出土遺物

1.赤星ノートの内容

［調査 （踏査） 年月］

昭和 23(1948)年

［資料保管場所］

古墳時代研究プロジェク トチーム

横須賀市自然 ・人文博物館、神奈川県立歴史博物館および個人。

［資料概略］

資料は横須賀市博物館（現 ・横須賀市自然 ・人文博物館）の封筒に収められており、封筒には「横須賀市

追浜天神遺跡 昭和二十三年横高生（個人名）発見」と書かれている。

封筒の中には土器の実測図 13枚が含まれている。これらは弥生時代末期～古墳時代中期に比定される土

器と見られ、総点数は25点である。実測された遺物は個人所蔵のものと、赤星氏が昭和 23年に横須賀市天

神遺跡を調査した際に出土したものである。実測図には実測者 2名の名前があり、うち 1名はこの調査に同

伴していたようである。

同封されている資料には、赤星氏による追跡の調査所見や周辺地図を書き記したメモ書きのほか、赤星氏

に宛てられた天神遺跡周辺出土土器の鑑定依頼の手紙も含まれている。

2 記載資料の整理

［遺跡・遺物概要］

実測図は 13枚で、実測されている土器は 25点である。これらのうち第 21~31図の土器は、赤星氏が昭

和23年 1月4日に天神遺跡を調査した際に出土したものである。

第21~24図は弥生時代末期から古墳時代初頭に比定される土器の実測図で、このうち第 21・ 22図は土師

器の高坪である。第 23・ 24図は壺形土器 1点の実測図と口縁部の拓本であり、実測図には「羽状縄文」、「内

面丹塗」（赤彩）の記載がみられる。

第 25~31囮は古墳時代初頭から中期に比定される土器の実測図である。器種としては甕形土器が 9点と

最も多い。このうち 5点が台付甕の脚部片（第 25・ 26図）、 3点が口縁部片（第 27図）、 1点が小型の甕形

土器（第28図）である。口縁部片のうち 2点はS字口縁だが、第 27図中断の口縁部片と小型の甕形土器の

ロ縁は「く」の字に屈曲するものであり、前者2点については古墳時代初頭に、後者 2点については古墳時

代中期に比定されるものである。

第 29図は土師器の底部片 3点の実測図であり、このうち 2点は平底の甕の底部片である。同図中の一番

下の 1点は壺形土器もしくは埒の底部片と見られる。底部径は 2.6cmを測り、外面には「丹塗」の記載が見

られる。これらには「五領式」との記載があり、古墳時代前期に比定される。

第 30図は高坪の坪部～脚部、脚部の破片の実測図であり、このうち脚部についてはその形状から古墳時

代前期後半に比定される。第 31図は口径7cm、底径 3.5cm、器高 6cmを測る小型の鉢で、古墳時代前期に比

定されるものである。

資料には天神追跡周辺で個人が発見・所蔵していた土器3点と、個人蔵と思われる土器5点の実測図も含まれている（第

32~36図）。いずれも塚田明治氏が実測したもので、このうち前者3点は昭和31年に記録されたものである。
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第32図は短頸の小型壺形土器2点で、弥生時代末期から古墳時代初頭に比定されるものである。第33図

は小型の器台であり、 こちらは古墳時代前期に比例されるものと思われる。 これら 3点の土器は所蔵者から

赤星氏に鑑定依頼のあったもので、今回の資料に同封された依頼書には壺形土器 2点の外面には赤彩が見ら

れる、 との記述がある。

第34~36固は短頸の小型壺形土器3点と鉢 1点、高坪 1点の実測図であるが、第 36図は第 35図の士器

3点に高坪 1点を加えて清書したものである。第34図の短頸小型壺は五領式のもので、古墳時代前期に比定

されるものである。第 35・ 36図の小型壺2点と鉢、高坪は弥生時代末期から古墳時代初頭に比定されるも

のである。

以上のことから、今回この資料に収められた実測図には主に弥生時代末期から古墳時代初頭に比定される

土器と古墳時代前期に比定される土器が多くみられ、中には古墳時代中期にその特徴を求めることができる

遺物も含まれていることが分かる。

本遺跡は横須賀市追浜本町 1-95他に位置し、平潟湾を囲うようにして形成された砂丘状に立地している。

戦時中に海軍が防空壕 ・交通壕を作るため、畑地を切り取った際にその断面中に遺物包含層が現れたことか

ら、市内の高校生により発見された。本格的な調査が行われたことはなく、赤星氏らによって行われた調査

によって少数の土器が採集されたのみであり、現在遺跡周辺は住宅密集地となっている。

上記のように、 この時採集された土器や他の機会に発見された土器は、主に弥生時代末期から古墳時代中

期に比定することが可能であることから、天神遺跡は当該期の遺跡であることが推測される。遺跡の南東約

700mには同時期の遺跡と してなたぎり遺跡があり、天神遺跡も同様の性格を有していたと考えられている。

赤星氏らの調査によって採集された遺物は現在、横須賀市自然 ・人文博物館、神奈川県立歴史博物館に保

管されている。
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［掲載図書］

横須賀市 2010 『新横須賀市史別編考古』横須賀市

［掲載図書概要］

2010年刊行の横須賀市史である。本資料に含まれる実測図の遺物のうち、第⑦、⑧図の甕形土器、 小型甕

形土器が掲載されている。なお、第 36図は報告等に掲載する目的で清書されたものと思われるが、管見の

及ぶ限りこの図が掲載されたものは見られなかった。

〔小結）

本資料には、天神迫跡ない し遺跡周辺出土の土器の実測図が多数含まれている。その大半は昭和 23年に

赤星氏が遺跡の一部を調査した際に出土したものである。現在遺跡は住宅密集地に位置しており、本格的調

査は困難であるが、本資料の実測図に記録された迫物は天神遺跡が弥生時代末期から古墳時代中期に営まれ

た迫跡であったことを示す貴重な資料と言える。 （吉澤）

引用・参考文献

赤星直忠 1950 『先史時代の三浦半島』三浦半島研究会

塚田明治 1969 「主要遺跡の解説」『三浦半島の古代文化ー赤星直忠博士の業績を中心として』横須賀考古学会

横須賀市 2010 『新横須賀市史 別編考古』横須賀市
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考古学の先駆者 赤星直忠博士の軌跡 (14)
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年報番号横須賀市03168 横須賀市公郷町 赤星直忠方西庭土中出土 滑石製紡錘車実測図

1. 赤星ノートの内容

［調査 （踏査）年月日］

昭和 61年 4月 16日

［資料概略］

A4用紙に描かれた滑石製紡錘車

（紡輪）の実測図（第 37図）。
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2 記載資料の整理

［記載内容の概要］

余白には「石質：滑石」「上辺径 2.1cm

底辺径 3.8cm 高さ 1.55cm 孔径

0.7cm」「側面上部にむかって若干凹む。

側面底辺共平滑、上面に右まわりに浅

い平行沈線をめぐらす。側面下方わず

かに欠く。色緑味淡灰色」と記載されて

おり「戦前より土師器片包含地、土師は坪片、宗元寺跡出土のものと同型」とある。

［掲載図書］

惰る祭紗睦葎

← f、t:cご—→ 均．J:::._

縁和んノ宕そガ／ん厄

1鱈
”糊s,,;J,.呼釦

‘t令四， 4辺噴奸奇＇詞商対‘
出たものど、同哩，

第37図

本資料を掲載する固書は管見のおよぶ限り見当たらない。

［小結］

歓頭円錐形を呈する滑石製紡輪は、中国 ・ 近畿地方では古墳時代中期初頭から後期にかけて 、 中部 • 関東地

方では古墳時代後期以降から多用されるようになり、紡錘は畿内周辺で6・7世紀に出現する鉄製紡錘の段階

的な普及にしたがって滑石製から鉄製へと転換する。関東地方では鉄製紡錘は8世紀に現れ9世紀以降に急

増し、滑石製紡輪はそれに伴って減少する傾向が認められる（東村2011)。本資料発見当時の詳細は実測図の

みであるため不明だが、出土地の赤星邸庭が、近隣に位置する宗元寺跡と同型の土師器坪片包含地であると

記される ことから、本資料を寺域周辺に分布する当該期の遺物として注目していた状況が窺い知れる。宗元

寺は 7世紀末葉の創建と考えられる古代寺院であり、赤星氏が長年にわたって研究を続け、出土した布目瓦

や礎石の分布、 伽藍配置の推定などに関して数多くの赤星ノートを残している。当地の古墳時代後期の状況

をみると、宗元寺跡近辺には有力墳墓の存在は認められないが北北西約 600mの谷戸内に所在する佐野横穴

墓群には 7世紀後半代の構築と考えられる横穴墓がみられ、赤星氏が「三浦記（一）」のなかで報告している。

なかでも棺室の付く 3号穴は横穴墓の終末段階であり、宗元寺の創設とほぼ一致する時期を示している。

（長澤）

引用・参考文献

赤星直忠 1927「三浦記（一）」『考古學雑誌』第 17巻第 4号 日本考古学会
川上久夫 2001 『三浦半島の古代寺院宗元寺—宗元寺から曹源寺ー』
東村純子 2011『考古学からみた古代日本の紡織』
横須賀市 2010『新横須賀市史別編考古』
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